
平成 29 年第 2 回芸北広域環境施設組合議会定例会会議録 

招 集 年 月 日 平成 29 年 12 月 6 日 

招 集 の 場 所 広島県山県郡北広島町有田 1234 番地 北広島町役場 4階 委員会室 

議 長 先川 和幸 

開閉会日時及び宣告 
開 会 平成 29 年 12 月 6 日 午前 10 時 00 分 

閉 会 平成 29 年 12 月 6 日 午前 11 時 57 分 

 

○ 出席を示す 

△ 欠席を示す 

× 不応招を示す 

□ 公務欠席を示す 

議席 氏   名 出欠 議席 氏   名 出欠 

１ 前 重 昌 敬 ○ ５ 中 田 節 雄 ○ 

２ 熊 高 昌 三 ○ ６ 青 原 敏 治 ○ 

３ 金 行 哲 昭 ○ ７ 伊 藤 久 幸 ○ 

４ 美 濃 孝 二 ○ ８ 先 川 和 幸 ○ 

会 議 録 署 名 議 員 ３番 金 行 哲 昭      ４番 美 濃 孝 二 

地方自治法第 121 条

の規定による説明のた

め出席した者の職氏名 

管 理 者 箕 野 博 司 事務局長 児 玉 一 朗 

副管理者 浜 田 一 義 所  長 村 田 浩 章 

監査委員 木 原 張 登   

議 事 日 程 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 諸般の報告 

日程第４ 議案第 5号 

専決処分の承認を求めることにつ
いて 
（平成２９年度芸北広域環境施設組合一般会計補
正予算（第１号）） 

日程第５ 議案第 6号 
平成 28 年度芸北広域環境施設組合
歳入歳出決算認定について 

日程第６ 閉会中の継続審査の申し出について 

  

  

  

  

会議に付した事件 議事日程に同じ 

会 議 の 経 過 次のとおり 
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議会運営委員長 

議 長 

議会運営委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

 

 

皆さんおはようございます。 

ただ今の出席議員は8名であります。定足数に達しておりますの

で、これより平成29年第2回芸北広域環境施設組合議会定例会を開

会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであり

ます。 

 

日程第 1、「会議録署名議員の指名について」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、議長

において、3番 金行哲昭君及び4番 美濃孝二君を指名いたします。 

 

 日程第2、「会期の決定について」を議題といたします。 

本定例会の運営については、過日、議会運営委員会を開き、御

協議いただいておりますので、その結果について、議会運営委員

長、青原敏治君の報告を求めます。 

自席にて御報告をお願いいたします。 

議長。 

はい、青原敏治君。 

はい。おはようございます。 

それでは、私の方から議会運営委員会の御報告をさせていただ

きます。 

本日招集されました平成29年第2回定例会の運営につきまして、

去る 11 月 28 日に議会運営委員会を開催いたしました。 

本定例会への提出議案は、2 件でございまして、事務局から議

案の説明を受け、協議いたしました結果、会期につきましては、

本日 1日限りということで決定をさせていただきました。 

議案の内容につきましては、お手元に配布してあります、提出

議案書のとおりでございます。 

なお、閉会中の継続審査を行いたい旨、議長に申し出をいたし

ました。 

以上、報告をさせていただきます。 

お諮りいたします。 

ただいまの委員長の報告のとおり、会期は、本日 1 日限りとす

ることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」というものあり） 
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御異議なしと認めます。よって会期は、本日 1 日間と決定いた

しました。 

 

日程第 3、「諸般の報告」をいたします。 

まず、議長報告をいたします。 

初めに、本定例会に出席を求めた説明員は、管理者、副管理者、

事務局長、所長及び木原監査委員でございます。 

次に監査委員から、平成29年度第1回定例監査及び平成28年度下

半期の例月出納検査の報告を受けております。お手元に配布して

おりますので、御了承をお願いいたします。 

以上で議長報告を終わります。 

次に管理者から諸般の報告の申し出がありますので、発言を許

します。 

議長。 

管理者、箕野博司君。 

皆さん、おはようございます。 

私の方から、諸般の報告をさせていただきたいと思いますが、

その前に一言御挨拶をさせていただきます。 

12 月に入り今年も残りわずかとなってまいりましたが、皆様方

におかれましては、市町の議会定例会の直前という大変御多用の

中、本日の組合議会に御出席をいただきまして、誠にありがとう

ございます。議員各位には、平素より組合運営に御支援をいただ

き、心から感謝を申し上げるところでございます。 

また、本年の 4 月から、北広島町の芸北地域が組合に加入をい

たしましたが、ごみの処理も滞りなく進んでおりまして、これも

ひとえに組合議員の皆様をはじめ、安芸高田市議会及び北広島町

議会の議員の皆様の御理解・御協力の賜物と改めて深く御礼を申

し上げます。 

さて、諸般の報告をさせていただくわけでございますけれども、

きれいセンターの事業報告につきましては、後ほど決算認定の議

案説明の中で、担当から御説明を申し上げたいと思います。 

ここでは、私の方から、北広島町芸北地域の組合加入に係る加

入負担金について、説明をさせていただければと思います。芸北

地域の加入につきましては、これまで、組合議会で、あるいは、

市町の議会で説明協議を行ってまいりましたが、この度、加入負

担金が確定いたしましたので、御報告申し上げるところです。 
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議 長 

 

議 長 

本日、皆様のお手元に配布しております、資料１、「北広島町芸

北地域の組合加入負担金について」を御覧いただければと思いま

す。 

1 に「加入負担金の算出方法」とありますが、これは、加入条

件の協議の際に決定したものでありまして、平成 28 年度末の一人

あたりの組合資産を算出し、それに芸北地域の人口を乗じたもの

を加入負担金とする、という内容であります。 

この方法に従いまして、きれいセンターの土地や建物、車両や

基金、それから機械の修繕費等を減価償却の考え方を基本として、

資産の現在価値に相当するものを算出いたしまして、加入負担金

を決定したものであります。 

2～4 に計算式を載せておりますが、決定額は、一番下に記して

ございますとおり、5,779 万円となっております。 

本年 3月の第 1回の組合議会で、見込額を 5,500 万円から 6,000

万円と説明申し上げましたが、平成 28 年度の決算額の確定により

まして、今回、加入負担金が最終決定をされたということになる

わけでございます。算出根拠につきましては、2 ページ及び 3 ペ

ージの方に詳しく記載しておりますが、決算の説明の際に、再度

担当の方から、説明をさせていただきます。 

この加入負担金につきましては、本年度 3 月末までの早い時期

に、北広島町から組合の方に納入していただき、全額を財政調整

基金に積立をするということも、加入協議の際に申し合わせ事項

として決定しているところでございます。 

以上、芸北地域の組合加入の協議として、最後に残っておりま

した組合加入負担金について、御報告をさせていただきました。 

議員の皆様方におかれましては、芸北地域の組合加入に格別の

御支援・御協力をいただきまして、北広島町長といたしましても

重ねて厚く御礼を申し上げる次第でございます。 

さて、本日の定例会に提出いたしました議案は、別紙提出議案

書のとおり、2 件でございますが、いろいろと御審議を賜りたい

と存じます。 

以上で、御挨拶と諸般の御報告に代えさせていただきます。あ

りがとうございました。 

以上で、諸般の報告を終わります。 

 

日程第4、議案第5号「専決処分の承認を求めることについて」
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を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。 

提案理由の説明を求めます。 

管理者 箕野博司君。 

はい、議長。 

提案理由の説明をさせていただきます。お配りをしております

提出議案書の 2ページ目を御覧ください。 

議案第 5号です。「専決処分の承認を求めることについて」でご

ざいます。 

「平成 29 年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（地方公

共団体カーボン・マネジメント強化事業）」の採択内示に伴いまし

て、早急な対応が必要となり、補正予算第 1号を専決処分させて

いただいたものでございます。 

詳細につきましては、事務局から御説明申し上げますので、御

承認のほど、よろしくお願いいたします。 

詳細について事務局の説明を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

はい。失礼いたします。 

専決処分させていただいた補正第 1 号につきまして、詳細を説

明させていただきます。 

お手元の補正予算書、「平成 29 年度一般会計予算（補正第 1号）」

を御覧ください。資料がたくさんございまして、漏れがあるかも

ございません。もしない場合は、おっしゃってください。補正の

第 1 号の冊子になっているものでございます。そちらの 1 ページ

を御覧ください。補正予算第 1 号でございますが、歳入歳出それ

ぞれ 5,895,000 円を追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ 745,692,000 円とするものでございます。 

事項別明細の方、5ページ・6ページをお開きいただけたらと思

います。5ページの方ですけれども、繰越金に補正額を 1,000 円、

追加いたしまして、それから雑入の方も、5,894,000 円追加いた

しまして、合計、合計を追加して、642,414,000 円、すみません、

失礼いたしました、歳入の方がその追加でございます。歳出の方

の追加でございますけれども、委託業務の支援委託料として、

5,895,000 円を追加いたしまして、ごみ処理費の方、642,414,000

円とするものでございます。 
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議 長 

詳細につきましてですね、提出議案書の方に資料を載せており

ます。提出議案書の方にちょっと戻っていただきまして、提出議

案書の 4ページになるんですけれども。議案第 5号の資料という

ことで、「補正の理由」として、今回の補正ですけれども、「平成

29 年度二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金」の採択決定に伴

いまして、補助金の収入額及び事業費支出額を増額させるもので

ございます。交付の申請にあたりましては、予算の調製が必要で

したけれども、決定から交付申請の期限までの期間が短かったた

め、専決処分させていただいたものでございます。 

2 の方に「補正の内容」がございますが、先程補正予算書で説

明させていただいたとおりで、結局、事業費、この場合委託料で

すけれども、その全額が補助金で支給される、ということでござ

います。それを雑入に充てております。ただし、千円未満が切捨

てになりますので、その千円未満分を繰越金から充当するという

ことでございます。 

3 に「補助金の概要」とありますけれども、今回の補助金は、

地方公共団体が行う地方公共団体実行計画（事務事業編）という、

この策定作業等に関する補助金でございまして、この計画といい

ますのが、「地球温暖化対策の推進に関する法律」で策定が義務付

けられている計画でございます。これに対して、環境省から交付

を受けた、一般財団法人環境イノベーション情報機構が公募し、

補助を実施する、いわゆる間接補助と呼ばれるものでございます。 

この計画はですね、例えば、きれいセンターの場合、ごみの発

生、ごみの処理の事務事業についてですね、電気や燃料をいかに

節約して、二酸化炭素ガスの発生を抑制するか、ということにな

ります。もちろん、ごみを減らすことが一番効果が高いわけでご

ざいますけれども、機械や工場内の照明等をですね、省電力にす

る、そういった対策について、現在、委託業務を受注したコンサ

ルタント業者と検討を行っているところでございます。 

本年度予算にこの補助金の応募申請業務について、496,800 円

を予算計上しておりましたけれども、例年 3 回ぐらい応募がある

ということで、まずは組合の方で書類を作って申請しましたとこ

ろ、うまく採択となりましたので、こちらの方の予算は使わなく

てよかったということになっております。 

以上でございます。 

これをもって提案理由の説明を終わります。これより質疑に入
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議 長 

事務局長 

議 長 

ります。 

質疑はありませんか。 

（「質疑なし」と言う者あり） 

質疑なしと認めます。これをもって質疑を終結いたします。 

これより討論に入ります。討論はありませんか。 

  （「討論なし」と言う者あり） 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより、議案第5号「専決処分の承認を求めることについて」

を起立により採決いたします。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立をお願いし

ます。 

  〔賛成者起立〕 

起立全員であります。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第5、議案第6号「平成28年度芸北広域環境施設組合歳入歳

出決算認定について」を議題といたします。 

この際、議案の朗読を省略いたします。提案理由の説明を求め

ます。 

議長。 

管理者、箕野博司君。 

はい。提出議案書の 5 ページをお願いします。議案第 6 号でご

ざいますが、地方自治法 第 292 条において準用する同法第 233 条 

第 3 項の規定によりまして、平成 28 年度芸北広域環境施設組合一

般会計歳入歳出決算を、監査委員の意見を付けまして、認定をお

願いするものでございます。 

歳入の決算額は、578,877,882 円、歳出の方は、562,183,177 円

でございまして、差し引き残額は、16,694,705 円となっておりま

す。尚、この残額のうち、11,000,000 円を繰越金として、平成 29

年度予算に充当しております。 

詳細につきましては、事務局から御説明申し上げますので、よ

ろしくお願いいたします。 

詳細について、事務局に説明を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 
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はい。それでは、事務局の方から御説明させていただきます。 

平成28年度の歳入歳出決算認定についてでございますけれども、 

決算に関する資料といたしまして、ちょっといろいろと用意して

おります。先ずですね、決算認定資料というのをお出しください。

白のホッチキスで留めてあるものですけれども。「平成 28 年度一

般会計決算認定資料」というのがございます。 

 こちらの方、2 ページをお開きください。総括表でございます

けれども、歳入の合計につきまして、予算現額 574,401,000 円、

決算額 578,877,882 円で比較額 4,476,882 円。歳出の合計は、予

算現額、574,401,000円、決算額562,183,177円、比較額12,217,823

円の減でございまして、歳入歳出差引残額が 16,694,705 円となっ

ております。3ページの方に、歳入の目別の一覧表がございます。

4 ページには、歳出の方につきまして、款別の予算現額と決算額

の比較を載せております。それから、5 ページの方が、決算統計

による性質別歳出でございまして、地方公共団体の統一ルールに

よって分類したものでございます。6 ページに、財産に関する調

書がございます。決算書の方にあるんですけれども、その詳細資

料ということで、備品の納入日と契約金額を掲載しております。 

 以上で、決算認定資料の説明を終わらせていただきまして、決

算書の方をお願いできればと思います。黒いテープで留めてある

ものでございます。「平成 28 年度一般会計歳入歳出決算書」でご

ざいますけれども、こちらの決算書の方、ずっとめくっていただ

きまして、8ページ、9ページを開いていただけたらと思います。

8ページと 9ページに歳入の事項別明細がございます。1款、分担

金及び負担金、1 目の方、通常経費負担金となっております。一

番上の方の欄にございますけれども、内訳として、安芸高田市さ

んの通常経費負担金が、備考欄にございますが、257,774,000 円、

北広島町さんの負担金が、104,855,000円、すみません、140,855,000

円。交付税の方、6,742,000 円でございまして、これは起債償還

に係るものでございますが、こちらの方が、当初見込みより 7,000

円増額となっております。2 款の方、御覧のとおりでございます

けれども、使用料及び手数料ということで、ごみ処理手数料です

とか、そういった電柱敷地料、いろいろございますけれども、そ

ういった使用料等となっております。3款の財産収入、それから 4

款の方、繰越金となっておりまして、次のページ、10 ページ・11

ページですけれども、5款の諸収入、2項 1目雑入でございますけ



 

事  項 発 言 者 発  言  の  要  旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れども、資源化物の売却代金、アルミ缶や新聞・雑誌等ですが、

その収入等でございます。次のページ、それからですね、すみま

せん、11 ページのところに「県支出金」というのがございます。

これは、当年度特別にあったものでございますけれども、これは

補正対応させていただいた予算でございますが、124,000 円、補

正予算として対応させていただいております。下にありますけれ

ども、これは、地域廃棄物対策支援事業補助金でございまして、

広島県の産業廃棄物の産廃税を活用した補助金でございますが、

今回、28 年度に「ごみの分別アプリ」を導入しました。その導入

に対する補助金、2分の 1の部分でございます。 

それから、12 ページ・13 ページが、歳出の事項別明細になりま

す。1款が議会費、2款が総務費でございまして、内訳等につきま

しては、備考欄のとおりでございます。続きまして、14 ページ・

15 ページでございますけれども、下段の方から衛生費となってお

ります。きれいセンター関係の費用でございます。表の一番下の

ところ、備考欄、2節給料、3節職員手当等ございます。きれいセ

ンターの職員 8名分のものでございます。 

次のページ、16 ページ・17 ページでございますけれども、備考

欄に手当の額等がございます。通勤手当等。それから、4節 共済

費、8 節、9 節 旅費、という形で、備考欄の方、見ていただいた

らと思います。11 節が需用費でございまして、内訳の方ございま

すけれども、電気料、それからごみの焼却を開始する時のバーナ

ーの重油代とか、収集運搬車両の燃料代、施設で使用するガス代、

排ガスや汚水を処理する薬品の費用、車検、それから収集運搬車

両の整備費等がございます。印刷製本費といいますのは、きれい

センターで使用する計量伝票ですとか、今回、芸北地域の加入に

あたりまして、ごみの分け方・出し方のパンフレットを新しく一

新しましたが、その費用等でございます。それから 12 節、役務費

でございますけれども、振込手数料、それから建物、自動車の保

険料、ダイオキシン類の測定料、測定分析料等でございます。13

節、委託料でございますけれども、236,916,187 円となっており

ます。施設内の委託料、収集運搬の作業に係る委託料、それから、

焼却炉を夜間運転、昼間は職員が運転しておりますけれども、夜

間時は委託会社に委託しております、その夜間運転委託料、これ

が 25,920,000 円となっております。その他、プラスチック製容器

包装を、圧縮梱包作業を外部に委託しておりますが、そういった
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費用ですとか、それから焼却灰、セメントに再資源化しておりま

すが、その委託料等でございます。 

それから、次のページ 18・19 ページでございますけれども、19

ページの方、見ていただきますと 14 節の方、使用料及び賃借料、

きれいセンターの土地の賃借料です。それから、18 節、備品購入

費とございますが、当年度、分別解体用油圧ショベルを購入して

おります。その費用、それが 7,171,200 円。それから施設内で通

話をするための装置ですけれども、ワイヤレストークというもの

がございます、そういったものの費用でございます。それから 19

節は、各種会費等、負担金等となっております。 

それから、次のページ、20・21 ページでございますけれども、

4 款、公債費でございます。ストックヤードの償還に係るもので

ございまして、支出済額が、元金利子併せて 2,019,266 円となっ

ております。これは、きれいセンターのストックヤード施設、ペ

ットボトル等を圧縮保管する施設ですけれども、その施設の建設

の起債の償還金でございます。 当年度でこの起債が全て終了いた

しました。今回が最後の支出となります。5 款の方、予備費でご

ざいまして、当初予算額 3,000,000 円に対しまして、113,656 円

を充用させていただいております。議会議員の改選や、共済費の

標準報酬額の変更による、ということで、それぞれ議会費、総務

費等に充用させていただいているところでございます。 

以上、歳入歳出の説明を終わりますけれども、23 ページから「財

産に関する調書」がございます。24 ページにきれいセンターの土

地・建物、物件、地上権ですけれども、その調書でございます。

それから、25 ページの方ですけれども、物品ですね、増減等、記

しております。先ほどの決算認定資料に、こちらの方の納入日と

取得額の記載のあるものがございます。 

最後のページ、26 ページを見ていただけたらと思うんですが、

平成 28 年度決算年度末の財政調整基金、現在高でございますけれ

ども、75,325,000 円積立いたしまして、決算年度末現在高が

304,839,000 円となっております。以上で、決算書の説明を終わ

らせていただきます。 

 資料が多くて申し訳ないんでございますけれども、もう一つ、

行政報告書というのを御覧いただけたらと思います。こちらの黒

いテープで留めてあるものでございます。「平成 28 年度行政報告

書」というのがあります。こちらの方、28 年度の主要な施策の成
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果を説明する資料にもなっております。28 年度の行政報告でござ

いますけれども、先ず、1ページ目を開いていただけましたら、「総

論」ということで文章がたくさん書いておりますけれども、後で

御説明いたしますけれども、「ごみ処理基本計画」というのを 28

年度に策定いたしました。これは、29 年度から、北広島町芸北地

域が加入するということで、平成 19 年度に策定しておるんですけ

れども、諸条件が変更になるということで、今回改定したもので

ございます。本日、計画書をお配りしております。後で少し御説

明させていただきたいと思います。 

  それから、昨年行ったこととして、2ページ目を見ていただけた

ら。円グラフがあります。これは、県立大学の学生さんと組合の

家庭ごみのごみ袋を破って、一緒に、紙おむつがどれくらいある

か、調べた結果でございます。その結果ですね、燃えるごみの袋

を破って紙おむつを 1 個ずつ分別して重さを量りましたところ、

約 9％が紙おむつということになりました。その紙おむつの 9％の

中で、大人用が 16％、子ども用が 33％という結果でした。残りは、

シーツ・パッドですね。実際、大人用の場合は、尿だけとる目的

でパッドを多用してですね、パッドだけ替えて外側のおむつは替

えないという形で処理していらっしゃる、使用していらっしゃる

場合が多いので、そういった事で、シーツ・パッドというのが半

分ぐらいの割合を占めている。そのリサイクルについて、現在、

安芸高田市さんを中心としてですね、北広島町さんとも協議しな

がら、検討を行っているところでございます。今は、組合の方で

試験的に資源化ということで、布団や木くずを委託処理している

会社にですね、紙おむつを炭にしてもらってその炭をいろんな事

に利用してもらうということでリサイクルを進めておりますが、

紙おむつにつきましては、以前視察にも行ってもらったんですが、

大牟田市では、マテリアルリサイクルということで、パルプに再

生したり、あるいは、鳥取県伯耆町では、固形燃料として、ボイ

ラーの燃料に使うという方法も採られております。 

紙おむつというのは、これから高齢化に伴って、介護人口の増

加ということも見込まれますし、また現在は、ペットの、そうい

ったおむつやシーツというのもたくさんございまして、排出量は

今後も増加していくことが見込まれております。紙おむつのリサ

イクルが実現できれば、焼却ごみの削減に大きな効果があります

ので、引き続き、最も効果的なリサイクル手法の検討ということ
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を行っていきたいと思っております。 

それから、もう一つ、3の方、処理システムの改善ということで、 

ごみの処理方法についても抜本的な見直しを進めております。こ

れまでたくさんの機械を動かして、たくさんのコンベヤを使って

大きな建物の中で処理するというのが、これまでのスタイルだっ

たんですけど、そうじゃなくて個別に、それぞれの場所で処理し

ていくということで。一つはですね、「分別用解体用油圧ショベル」

の導入というのがございますけれども、個別解体ですね。家具や

木材ですね、これまで切断機という機械でですね、いちいち切っ

てコンベヤで運んで、またその機械の修理費用も年間かなり要る、

という状況だったんですけれども、今後はショベルを活用して、

このショベルで小さくする。そうすればですね、維持管理コスト

もだいぶ低減できる、とうこともわかってまいりました。実際、

民間の産廃業者さんとかですね、このショベルというのが 2、3台

あって、かなり活躍されております。こういった処理方法の見直

しも進めております。 

それからもう一つ、安芸高田市さんが、エコタウンモデル事業 

ということで、甲田支所で公衛協の方を中心として進めておられ

る事業がございます。これはですね、拠点回収ということで、び

んを色別に選別したりとか、そういったことを行っているんです

けれども。こうやって各地域で、そこで分別して保管していただ

けたらですね、きれいセンターでいちいち分別する必要はござい

ませんし、結局その量が、各支所支所でその量が確保できれば、

要は車 1 台分の量が集まれば、業者の方が引き取りに来るわけで

すので、毎月日にちを決めて各支所ぐーっと回ってったら、それ

で、例えば茶色のびんがそれで一杯になるということになれば、

きれいセンターでの保管場所というのは要らないし、施設もいら

ない、そういったことに最終的にはなっていくんじゃないかと思

います。もちろんいろいろ課題とかもありますので、そういった

ところも検討していかなければいけないんですけれども、そうい

ったことも今後検討する課題かなと思っております。 

 それから、3ページ目からは、決算の説明の資料でございます。

3 ページの方には、グラフで歳入・歳出の決算額の比較等を載せ

ておりますので、御覧いただけたらと思います。 

4 ページに、中段の方に市町負担金というのがございます。グ

ラフがございますけれども、四角の折れ線が安芸高田市さんの負
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担金額、三角の折れ線が北広島町さんの負担金額でございます。

大体補修費等も増えるんですけれども、負担金が平準化できるよ

うに今後も努めていきたいと思っております。負担金が急激に増

加するということがないように、補修箇所等いろいろ検討してい

きたいと思っております。 

⑵の方は、ごみ処理手数料の増減の比較でございます。下の方

にグラフもございます。持込の手数料、それからステーションの

収集量等がございますが、これを見ていただけると、例えば 28 年

度ですと、きれいセンターの持込量というのは 6,989 トン、それ

からステーション収集量 5,120 キロ、5,120 トンということで、

持込の割合というのは、かなり多い状況でございます。 

それから、5 ページの方見ていただきますと、資源化物の売却

代の比較の表がございます。これも前年度と比較しますと、約

3,792,000 円の減額となっておりますけれども、単価ですね、単

価がだいぶ変動が激しいので、特に鉄製品というのは、鉄・アル

ミというのは、単価の変動によりまして、売却代も左右されると

いうところでございます。 

 6 ページの方は、決算認定に、決算統計による資料でございま

す。決算認定資料に載せていたものでございます。 

 7 ページ、8ページが、議会・監査会の開催状況、9ページの方

が人事行政の状況です。10 ページの方、許可の状況ですね。収集

運搬業それから処分業です。 

 それから 11 ページの方に、ごみ処理実績といたしまして、安芸

高田市さん、北広島町さん別の 28 年度のごみの搬入量をまとめ

たものがございます。表の一番下の方ですけれども、合計が安芸

高田市さんが7,700ｔ、北広島町さんが4,409tとなっております。

前年度比で、安芸高田市さんが 2.52%、北広島町さんが 1.41％、

それぞれ減少しているという状況でございます。⑵の方にきれい

センター開設後のごみ処理量の推移をグラフにしております。右

のページの方は、家庭の収集それから事業系の収集、持込といっ

た割合のグラフを載せております。4 ページの方が、年間のごみ

の焼却量です。12、すみません、12 ページですね。12 ページの

下のところですが。ごみ焼却量の数値です。折れ線グラフが時間

当たりの焼却能力でございまして、棒グラフが焼却量となってお

ります。28 年度はですね、ごみの減量に伴いまして焼却量も少し

減少しているという状況です。 
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13 ページ、14 ページですけれども、これは、市町別のごみ処

理量です。 

 それから、15 ページの方が、年間 1人あたりのごみの排出量で

ございます。15 ページの方、下にグラフがございますけれども、

1 人 1 日当たりの排出量ということで 28 年度「716」という数字

がございます。換算しますと 1 人 1 日 716 グラム、ごみを出して

いる、という計算です。一方、国、県の値といいますのは、県の

方 878 グラム、前年度のデータですけれども、三角の折れ線グラ

フですが、県の平均に比べますと低い値にはなっておりますけれ

ども、県の平均値がだんだん減少していくという状況の中で、組

合のごみの排出量というのはだんだんと上昇している、というと

ころです。県内平均とほぼ差がないレベルまで、ずっと上がって

いくのかなぁという気がしております。 

 それから 16 ページの方は、燃えるごみのごみ組成です。紙とか

布類が半分以上占めているというのがお分かりいただけると思い

ます。 

17 ページですけれども、17 ページにそれぞれコスト比較をして

おります。ごみ処理ランニングコストということで、ごみ処理に

係る経費を算出しました。燃えるごみとですね、それから燃えな

いごみ・粗大ごみ等を分けて算出しております。これをもとに計

算しますと大体年間 1人当たり、1世帯当たり、13,694 円という

経費がかかるということになります。燃えるごみの場合ですけれ

ども。それから、それを基に 1袋当たりの経費の負担額というこ

とで参考に計算しますと、下の表にございますけれども、燃える

ごみが 1 ㎏当たり経費が 26.94 円となりますので、1 袋の平均重

量が 5.2 ㎏ということになりますと、大体燃えるごみ 1 袋が 140

円の経費がかかっていると思っていただけたらと思います。その

内 65 円は、住民の方が払っていただいているんですが、残りの

75 円が市町さんの負担額になるということでございます。 

それから、18 ページにですね、経費別の推移のグラフがござい

ます。それから、主な補修内容を下の方に載せてございます。 

19 ページの方を開いていただきますと資源化の状況でございま

す。対価を得て行うものというのが、お金がもらえるもの、売却

益があるものでございます。逆有償というのが、お金を払ってリ

サイクルしてもらっているものでございます。焼却灰とか、そう

いったものでございます。一番下に紙おむつというのがございま
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す。6.95 トン、試験的に紙おむつをリサイクル、今年度、28 年

度資源化したものです。それから、ごみの資源化率のグラフ、リ

サイクル率、資源化の割合ですけれども、こちらの方、28 年度は、

22.75％となっております。   

それから、21 ページ、22 ページは、リサイクルの処理先や処

理方法の説明となっております。きれいセンターに持ち込まれた

ものが、どこでどう処分しているのか、そのフローでございます。 

23 ページ、24 ページに環境への影響についての各種検査結果

を載せておりますけれども、環境基準の数値、特にダイオキシン

類の数値というのが重要でございますけれども、そちらの測定結

果、1号炉が 0.049、2 号炉が 0.082 ということで、こちらの施設

の基準値は 10 という、単位は、ナノグラム毒性等量という単位

ですけれども、それよりはるかに低い値ですので、環境性能につ

いては問題ないという状況でございます。 

それから、25 ページの方には、職員の資格の取得状況ですね。 

26ページには、きれいセンターの見学者の状況を載せております。 

  27 ページ以降は、参考資料としてですね、人口ですとか、処理

実施計画を載せていただいておりますので、後で御覧いただけた

らと思いますが。 

41 ページと 42 ページをちょっと開いていただけたらと思いま

す。41 ページと 42 ページの方にですね、カラーでそれぞれ、左

側が安芸高田市さん、右側の 42 ページが北広島町さんですけれど

も、月別のごみ処理量の推移を一番上の方に、それから、中段に

燃えるごみの種別推移を載せております。赤い折れ線グラフが業

者の収集です。工場とか、あるいはコンビニのお店から出るもの

の収集、それから青色の線が、家庭ごみの収集。それから、紺色

が家庭ごみの持込ということで、それぞれ種類毎に年間の推移を

グラフ化したものでございます。ほとんど横ばいなんですけれど

も、上昇したり、というような状況が続いております。それから

下の方が、集団回収量ですね。市町さんで回収してらっしゃる古

紙やアルミ缶の回収量を年度別に記しております。集団回収が少

なくなってきているということで収集量も徐々に減ってきている

状況でございます。ただまあ、これ見ていただくとわかるんです

けれども、安芸高田市さんの方は古紙の収集量がですね、大体 41

トンから 25 トンぐらいですけれども、北広島町さんの場合、24

年度 61 トン、28 年度 42 トンということで人口割合から換算しま
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したらですね、古紙の、集団回収への取り組みというのは、安芸

高田市さんの方が多いのかなという気がいたします。組合の収集

で古紙の割合が北広島町さんは多いというのがおわかりになるか

と思います。 

それでですね、大変申し訳ないのですが、資料がいっぱいある

んですけれども、最後にですね、「一般廃棄物ごみ処理基本計画」

という冊子をお配りしていると思います。それを、ちょっと見て

いただけたらと思います。ちょっと、かいつまんで、少し説明さ

せてください。 

10 ページをちょっと開いていただけたらと思うんですけれど。

10 ページに家庭系可燃ごみの組成ということで、この計画を立て

る時にいろいろ調べました。その中でわかったことなんですけれ

ども、この 10 ページのグラフなんですけど、「厨芥類」というの

が、これが生ごみなんですけれども、その上に「手つかず食品」

というのが 6.7％というのがございます。これが今話題となって

いる、食品ロスといわれるものでですね、食べられるのに捨てて

あるものです。確かに、だから、ビニール袋に入った、そのまま

食べられるものが捨ててある、というのが手つかず食品。こうい

った割合がかなり多いというのがわかってきました。 

それから11ページの方にはですね、事業系のごみを調べました。

いろんな業種ごとにそれぞれあるんですけれども、例えば病院か

らのごみ、11 ページの右側ですけれども、病院のごみというのは、

生ごみとですね、それから紙おむつが 38.5％という数字がござい

ますけれども、かなりの紙おむつの割合が出されている、という

ことがわかりました。それからコンビニエンスストアのごみ組成、

こちらの方、売れ残りの商品ですとか生ごみ、これもやっぱり生

ごみの割合がかなり多いなということがわかってきました。大型

店舗の方もそうでした。 

12 ページと 13 ページをちょっと見ていただけたらと思うんで

すが、うちの組合のごみ処理量の推移が、12 ページの図の 15 に

ございます。図の 15 の中ほどのグラフですけれども、赤い折れ線

グラフが可燃ごみの量でございます。今、この可燃ごみをいかに

どう減らすかということで今取り組んでいるところでございます。

で、13 ページの方にいろいろ、資源化の方、進めておるところで

ございます。資源化率 28.8％ということで、27 年度そういったこ

とになっております。 
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それからですね、47 ページを見ていただけたらと思います。47

ページにですね、この目標の総括がございます。実際、以前計画

立てたんですけれども計画どおりにいかないということで、今回

新たに目標設定しているわけです。で、どういう目標かといいま

すと、表 17 にありますけれども、ごみの排出量、これをですね、

10％削減する。それから、再資源化率、リサイクル率ですけど、

これで県内 1位を目指す、「維持する」と書いてありますけれども。

それから、最終処分量をゼロにする、というこの 3 つの目標をも

とにがんばっていく、ということでございます。下に、図の 32 と

いうのがございます。広島県内の再資源化率、平成 27 年度ですけ

れども。これ見ていただけるとわかるんですが、北広島町さんが

31％で県内第 1位なんです。で、安芸高田市さんが 29％で県内第

2 位です。ただこれはですね、27 年度に限っての話です。ですの

で、28 年度は残念ながら 1位ではありませんでしたし、26 年度は、

3位、4位、ていうか、かなり高い順位ではあるんですけれども、

1 位になる、というのを目指して今後もやっていかないといけな

いなというのがございます。 

それからですね、あとはですね、68 ページをちょっと見ていた

だけたら。68 ページにですね、写真があります。これは、あの、

安芸高田市内の大型店舗さんのごみなんですけれども、そこで出

されたものをごみの所におってですね、調べたものです。見てい

ただけたらわかるんですけれども、写真の 7、みかんとか、キャ

ベツとか食べられるものなんです。ただ、売れ残りといいますか、

これは腐ってはなかったんですけれども、売れないから捨てるん

かなぁと思いました。写真の 6 の紙の箱を潰したものですけれど

も、これは、きれいセンターに持ってくる必要はないものです。

ちゃんとこれだけ分別してもらったらですね、リサイクルできま

す、古紙と同じようにですね。それから写真の 8 っていうのが、

これは、ドーナツなんですけど、全部ドーナツなんです、ドーナ

ツとそのドーナツを食べる時の紙のごみとかコーヒーのカップと

かそういったものなんですけれども、これも安芸高田市内にせっ

かく肥料化の工場がございますので、そちらの方に持って行って

いただけたらいいかなぁと思うものでございます。それから、写

真の 11 っていうのは、もう廃プラでして、産業廃棄物にあたるも

のです。ですので、こういったものを家庭ごみの削減と併せて、

事業所の大型店舗、会社のごみ、お店のごみ、っていうのもいか
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に減らしていくようにお願いに行くか、というのも今後の課題か

なと考えております。 

すいません。ちょっと長くなりましたが、以上です。 

これで、提案理由の説明を終わります。 

次に監査委員より決算審査の結果報告を求めます。 

木原監査委員。 

 はい。それでは、監査報告をさせていただきます。御手元の提

出議案の方にお戻りください。6 ページに決算審査について御報

告をさせていただきます。 

 詳細につきましては 7 ページ以降に意見書として記載しており

ます。 

 内容について申し上げます。 

審査の対象、平成 28 年度芸北広域環境施設組合一般会計歳入歳

出決算。 

審査期日、平成 29 年 11 月 2 日。 

審査の方法、審査に付された一般会計歳入歳出決算書及び証書

類その他政令で定める書類について、例月出納検査及び定例監査

の結果も参考としながら、計数の正確性を検証するため、関係帳

簿、証書類を照合し確認を行うとともに、現金預金残高を通帳、

関係諸帳簿等証拠書類により確認した。また、予算執行の状況や

執行内容等について、関係職員から説明を聴取し、提出された資

料及び芸北広域きれいセンターにおける実地調査により審査を実

施した。 

審査の主眼でございます。予算及び事務事業の執行が計画的、

効率的に行われているか、収入の確保が適正に行われているか、

支出は経済的・効果的に行われているか、違法・不当な会計処理

がなされていないか、契約・検収事務が適正に行われているか等

に主眼を置いて審査を実施いたしました。 

審査の結果でございます。決算書等は法令に準拠して作成され

ており、計数は正確で内容も適正であると認められた。予算は適

正に執行され、予算の流用及び予備費の充用も適正に処理されて

いると認められた。財産に関する調書について、計数は正確であ

り、保管・管理状況も適正に行われていると認められた。基金の

運用状況について、計数は調書のとおり正確であり、適正に運用

されていると認められた。審査結果の概要及び意見は、次のとお

り、ということで、8 ページから決算の概要及び意見ということ
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で先ほど事務局長から御説明いただいた計数は、そのまま載って

おります。特に問題となることはございませんでした。 

最後は12ページに意見として取り上げさせていただいておりま

す。意見として 3点を申し上げております。 

まず、第 1点ですけれども、今回スマートフォンを使った分別

アプリというのを開発、作られておりますけれども、これの利用

状況についてもっと利用者が増えるような政策を立てていただい

たらと思っております。 

また、先ほど御説明にありました紙おむつのリサイクルでござ

いますけれども、これをどんどん遂行していただくことによりま

して、ごみの総量というのは減ることが期待されますので、これ

についても十分執行していただきたいということでございます。 

それから 3点目でございます。きれいセンターの見学について

でございます。今回私たちが監査いたしました時に、久しぶりに

実際の事業所の方を見学させていただいたんですけれども、やっ

ぱり職員の方がひとつひとつごみの中を探って、分別されていな

いものを分別されているということで、非常な手間をかけておら

れる。そういったところを町民の皆さんに見ていただいたら、や

っぱり自分たちも分別をしないといけないなという機運が生じて

くるんじゃないかと思います。子どもさん達には定期的に見学を

されているようですけれども、肝心の分別をする大人にもそうい

ったところを見ていただいて、ごみの総量の削減、いうのをやっ

ていただけたら有り難いなということを3点目に書いております。 

以上、広報・啓発活動の重要性を認識しながら引き続き効率的

かつ安全な施設運営に取り組んでいくとともに、将来を見据えた

施設整備についても早急に検討されたい、ということで締めさせ

ていただきました。 

以上報告とさせていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

これをもって、監査委員の報告を終わります。 

この際、11 時 10 分まで休憩といたします。 

〔暫時休憩中〕 

 会議を再開いたします。 

 先ほど監査委員の報告がありましたけれども、これより質疑に

入りたいと思います。 

 議案につきましては、一般会計決算ということでございますが、
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一般質問を別に設けておりませんので、組合の施策のこと、また

きれいセンターのことやごみの収集のことなど、その他、全般に

わたって御質問がございましたら、ここで、質問をしていただき

たいと思います。 

尚、質問は、一問一答方式とし、挙手の上、自席で起立により、

行っていただきたいと思います。 

質疑はありませんか。 

議長。 

5 番、中田議員。 

5 番中田でございます。2点ほど質問をいたします。 

先ほど来報告、あるいは説明の中で、きれいセンターの日曜開

場についての報告がなかったように思うわけでありますが、あっ

ても私が聞き洩らしたかもしれませんけども、日曜開場の現状、

これは持ち込み量が減っているのか増えているのか、またその点

について職員のそうした対応は十分にできているのかどうか。持

ち込み量が増えているのならそこのところを考えなくてはならな

いでしょうし、そうしたところはどうなのか、まず 1点ほどお聞

きします。 

答弁を求めます。 

はい、議長。 

児玉事務局長。 

はい。日曜開場の状況についてのご質問でございますけれども、

今回資料の方、載せておりません。今、実際ですね、今年度、28

年度、22 年度からずっと開場しているんですけれども、28 年度ま

でずっと増加しております。1日の平均の持込の人数でございま

すけれども、昨年 28 年度がですね、1日平均、安芸高田市さんの

方が 180 人ですね、それから北広島町さんの方が 91 人、1日当た

りの利用者数というのがですね。28年度の日曜開場日の数値です。

29 年度、今年に入ってからですけど、安芸高田市さんの方が 205

人、1日平均、それから北広島町さんの方が 118 人と、かなり増

加しております。ごみの搬入量、持込の件数もですね、安芸高田

市さんで大体 20％の増加、北広島町さんで 30％から 40％の増加

というようになっております。これはまぁ、一つに日曜開場とい

うことをですね、各市町さんが積極的に、北広島町さんですと「き

たひろネット」ですとか、安芸高田市さんですとメディアを使っ

てですね、いろいろ周知しておられるおかげで、かなり皆さんに



 

事  項 発 言 者 発  言  の  要  旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

 

5 番議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

事務局長 

日曜開場というのが浸透している状況です。 

職員の方も今、増員して対応している状況でございます。今回、

12 月ですけども、昨日、一昨日ですか、12 月 3 日の日曜開場をし

ましたんですが、持込件数というのが 600 何件くらいありました。

かなりの数字です。12 時までの受付だったんですけれども、ずっ

と待っておられる方がいらっしゃったので、12 時 20 分まで施設

の方で対応したということを聞いております。それから、土日に

しかごみを出せないという方もかなりいらっしゃるというのは聞

いております。反面、きれいセンターの職員で、ちょっと、とい

うのが、いつも持って来られる方が日曜日にも持って来るという

のも話に聞きます。ですので、日曜日は出来るだけ、そういう混

雑もありますので、平日に持って来られない方だけ、という言い

方は失礼になるかもしれないんですけど、御協力いただけたらい

いかなというのが、きれいセンターの方の職員の要望としてござ

いました。 

以上でございます。 

以上で答弁を終わります。 

5 番、中田議員。 

はい。 

この問題についてはですね、非常に空き家が増えてきておる、

最近急速にですね。一人暮らしの方が亡くなったりして、またい

ろんな状況の中で空き家が増えてきておる。そしてやはりその整

理をするのに市内あるいは遠方から来られて家財道具とか、まあ

いろんな物を整理しながら持ち込まれる方が多いんだと思うので

すが、これに対して職員も動員して対応されているということで

非常に御苦労なことだと思うんですが、今、答弁にありました日

頃持って来られる方が、日曜日にも持って来られると、これは日

曜開場ということで誰でも持って行けるんだという認識が町民の

方にあるんではなかろうかと思いますけれども、それについて各

市町での対応というのもあろうと思うんですが、そこを平日に持

って来られる方は御遠慮願いたい、というふうなことはなかなか

言えるのかどうかですね。やはりそこのところがまた職員は対応

しなきゃならないかどうか、そういったところの分岐点にもある

と思うんですが、それについての対応はいかがでしょうか？ 

答弁を求めます。 

議長。 
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児玉事務局長。 

はい。確かにおっしゃるとおりでございまして、日頃持ってい

らっしゃる方は日曜日持って来ないでくれ、ていうお願いは、市

町さんの方とまた、その広報の仕方については、また協議して進

めていきたいと思っておりますけれども、難しい、という形のこ

とを後ろの席の方では言われておるような感じがするんですが。

ただまぁ、それだけ人数が多くて混雑するということがおわかり

いただけたら、日にちをずらそうかということもできるとは思い

ます。本当はもっと言えば、日曜開場日の日数を増やせばいいの

かもしれませんけれども、それはちょっと、今の体制では無理で

ございます。 

もう一つ広報が不足しているのが、祝日、開いているんですが、

祝日が開いていないと思っていらっしゃる方もかなりいらっしゃ

います。ですので、5月の連休の時ですとか、祝日も開いている

ということを積極的に広報していただけたらと思います。ただ、

大手の企業さんとか祝日が休みでないという場合もかなりあるの

で、難しいかもしれませんけど。そういったところも市町さんと

対応を協議しながらお願いしていきたいと思っております。 

以上です。 

はい、答弁を終わります。 

はい、5番、中田議員。 

今、局長の方から答弁があったようにですね、祝日も開いてい

ると。祝日は休みだという認識が頭の中にありますので、そうし

たところの啓蒙。それとやはり職員の方もですね、動員して対応

ということについては、やはり休日ですから、休日出勤というこ

とになりますので、ちょっと無理な勤務体系ではなかろうかと思

いますけれども。そういったところを加味しながら、日曜開場で

増えていただくことは有り難いわけでありますけれども、待ち時

間があるというのもまたいかがなものかな、というところが、ど

うやって解消するかということですね。なかなか難しい問題では

ありますけれども、また今後の検討課題ということで、十分よろ

しくお願いします。 

続いて 2点目なんですが、やはり高齢者住宅が増えてくるとい

うことでありまして、なかなかごみを出そうにも出せないといっ

たことがございます。その中で、これはまた地域的に考えていか

なきゃならない部分があろうかと思いますけれども、廃品の回収
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5 番議員 

業者が回っております。これは平日、日曜日に限らずですね、4

ｔ車とか軽トラックとかそういったもので集めて回っております。

これは鉄くずであるとか、バッテリーであるとかそういったもの

を中心にですね、金になるものを集めて回っておるという状況で

ありますけれども、これらについてやはりあの多少のトラブルも

あるようなことも聞いておりますけれども、その辺についての対

応はいかがでございましょうか。 

答弁を求めます。 

議長。 

はい、児玉事務局長。 

御質問の廃品回収業者等の件でございますけれども、実際、有

価物としてですね、鉄くず等、料金を払って、それを回収すると

いうのは、法律的にも許されておるんですけれども、逆に料金を

もらって、家の方から料金をもらって、家の廃棄物を処理すると

いうのは、これは一般廃棄物の収集運搬の許可が必要でございま

して、今現在組合に、そういう家庭のごみをですね、収集できる

業者というのはおりません。ですので今、組合の方から、ごみの

自宅回収ということで、直接自宅に回収するということしか対応

しておりませんけれども。今後は、そういった高齢者の方、ごみ

を出すときにどうしらいいのかということの中でですね、今の事

業系の許可業者さんにそういったところの許可も出すとかですね、

あるいは土日に例えば、市内から娘さんが来られて、家族の方が

来られて、片づけた時にごみを出せるような場所をですね、支所

とか、そういった場所がもしあれば、そういった所にステーショ

ンを作るとかですね、そういった対応もしていかなければならな

いと思います。 

そういうトラブルとかにつきましては、組合といいますか、市

町の方で対応してもらっているところでございます。「無料で回収

する。」とあったんだけど、実際は「二千、三千円くれ。」と言わ

れたとか、そういった事象も聞いております。それにつきまして

は、市町の担当の方で把握、対応していただいている状況でござ

います。 

以上でございます。 

答弁を終わります。 

5 番、中田議員。 

ちょっとあいまいな表現と言いますか、有価物でありますから
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お金を払って回収するのは違法ではない、というふうに言われま

したけれど、じゃあ無料ならどうなんですか。そこのところ、殆

どの場合が無料でね、やられていると。これは違法なのか違法で

ないのか、それをはっきり、言葉の中にあったのかもしれません

が、ちょっともう一度説明をお願いします。 

答弁を求めます。 

はい。 

児玉事務局長。 

はい。そうですね。法律上はですね、専ら物というんですけれ

ども、鉄くず、それから古紙、衣類、これらについては、専ら物

は許可は要らない、というのがございます。それについては、無

料であっても、確実にお金になるということで許可が要らないと

いうことになっております。ただし、それ以外の物ですね、例え

ばテレビとか冷蔵庫、それから他のプラスチックで出来たような

物ですとか、タイヤですとか、そういったものは廃棄物の扱いと

なりますので、お金を払わなければ、それは違法ということにな

ります。もちろん、価値があるもので、物と引き換えにですね、

千円、二千円で買い取るということになれば、それは古物商の許

可があれば出来ることでありますが、今おっしゃったように無料

ということになると専ら物ですよね、アルミ缶とか古紙とか新聞

紙、衣類、そういったものに限られてくるということです。無料

であっても、というところです。 

以上です。 

答弁を終わります。 

他にありませんか。 

はい。 

1 番、前重議員。 

はい。まずもって、私もこちらの議会へ入らせていただきまし

て 1年が経つんですが、大変ですね、このきれいセンターの方、

組合としては本当、労力いただいていてですね、今日に至ってい

るという状況をしっかりと把握させていただいております。職員

さん含めてですね、本当に暑い中、寒い中ですね、先ほど監査委

員さんからもありましたように、本当手際よく分別をされている、

私も何回か現場を見に行かせていただきましてですね、本当に感

謝を申し上げたいと思います。 

そこで 2点、私もちょっと御質問させていただきたいと思いま
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す。まず、昨年度の入らせていただいた時に、27 年度の決算の行

政報告ということで確認をさせていただいた中で、今後の課題と

いう点でですね、北広島町さんもそうでしょう、うちの当市にお

きましてもそうですが、有害鳥獣でございますが、この辺の捕獲、

また道路事故によるそういう処理ですよね、そういう形が今後増

えて課題になってくる、ということで 27 年度の報告を受けており

ます。これは、この 28 年度もですね、こちらは今回御報告には上

がっておりませんが、やはり増えている状況じゃないかと。その

辺の状況をお聞かせいただき、またそういう対応ですよね、今後

検討が必要であるということでこの 1年、ある程度は検討された

と思いますが、どうした検討をされてきたのか。今後そういう検

討によって具体的にどういう方向へ持っていかれるのか。そうし

たところをお聞きしたいので、よろしくお願いします。 

答弁を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

議員さんの御質問のとおり、現在、鹿等の大型鳥獣の処理にき

れいセンターの方、困っておりまして、それを課題と捉えて現在

いろんな施策をしておるところでございます。28 年度は、行政報

告の方にデータを載せておりませんでしたけれども、いろいろ検

討はしてきてはおるんですけれども、28 年度はいろんな情報収集

ということを主に行っていたわけでございますけれども、29年度、

今年に入りましてですね、鹿の処理方法として新たにですね、今

焼却しているんですけど、肥料化といいますか、堆肥を使った処

理ができないかということで、8月にですね、この間、安芸高田

市さん、北広島町さんの担当の農林、有害鳥獣の担当課の方、岩

国の方に視察に行ってきたところでございます。実際、福島の方

では、牛 1頭、放射能を浴びた牛がたくさんおるんですけれども、

それを焼却処分ではなくて堆肥のような形で、肥料みたいな形で

発酵させるという形で、骨までそれでちゃんと肥料化できている

という事例がございまして、その確認といいますか、確認に行か

せてもらっているところでございます。実際、焼却するよりです

ね、そういった堆肥による処理ができれば、コスト的にも安くで

きますし、できればですね、各地域地域、それぞれの拠点の場所

にそういう施設があれば、猟師さんですとか地域営農課の方とか

が持ち込んで、そこで堆肥の作業ができれば一番いいかと思って
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おります。実際、鹿とかの有害鳥獣ですので、それは肥料として

は使えないかもしれませんけれども、十分の一以上に減量できま

すので、本当、粉のような状態になるんですね。それをまた、き

れいセンターで燃やしてもいいですし、花とか、そういったもの

に、肥料に使えると思います。 

実際 28 年度ですけれども、鹿、今回データを載せていないので、

口頭で説明になりますけれども、きれいセンターで処理した、鹿

に限らせていただきます、鹿が最も処理困難です。タヌキとかお

りますけれども小型なのでそれほど今問題ではないです。鹿が全

部で 695 頭、きれいセンターで焼却処理したのは、全部で 695 頭

あります。市町さん別の数字は出していないんですが、市町さん

別の重量は把握しておりますので、その重量で按分すると、安芸

高田市さんが644頭、北広島町さんが51頭という計算になります。

ですから、安芸高田市さんからの鹿というのが圧倒的に多いとい

うわけでございます。実際捕獲していらっしゃるのがですね、北

広島町さんで、私調べたのですと、北広島町さんで鹿を 830 頭ぐ

らい捕獲していらっしゃるようです。831 頭という数字が、詳細

に調べたらそうでした。実際、きれいセンターに全部持って来ら

れるわけではないんだなというのも私感じております。この 695

頭というのは、あくまで道路等で死んでいるものとかが、ほとん

どじゃないかなと思っております。一方、北広島町さんのデータ

なんですけれども、イノシシは、932 頭という報告がございまし

た。きれいセンターの方、一方イノシシというのは、ほとんど入

ってきておりません。ですので、動物によって肉になるもの、そ

うでないものもあるかとは思います。安芸高田市さんの方でもジ

ビエということで鹿の取り組みもしていらっしゃるんですけれど

も、今後はジビエでの対策ではなくて、処理の対策ということで

考えていかないといけないというのも、この間、安芸高田市さん、

北広島町さんのそれぞれ農林課、担当課の方からも御要望等聞い

ているところでございます。猟師さんもだんだん高齢化してきて

いるし、今まで掘ったりとか肉にしたりという形で処理していた

んですけれども、それも今後はもうできないだろうという予測を

もとに、今後鹿の処理をどうしていくかというのが大きな課題と

考えております。 

以上です。 

答弁を終わります。 
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1 番、前重議員。 

説明をいただきました。そうした中で、具体的にですね、この

動きですよね、この形をやっぱり、目に見える形で動いていかな

いといけないと思うんですが。そうした中ではやはりある程度計

画をもって、やはりやる必要があるんかなと考えますが、この 29

年度中には、そうしたものが出てくるような状況になりますでし

ょうか。それと、まあ、そういうお考えでおられるのか、実際、

今現在、持ち運んで、来られておられますので、まだそういう視

察をされて、動きですね。具体的にはそういう形に出てくるのは

来年度くらいになるのか。まあ、ある程度計画性を持って考えて

おられると思いますが、その辺のお考えをちょっと聞かせてくだ

さい。 

答弁を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

そうですね。御質問のとおりですね、どう動いていっているか

というところなんですけれども、とりあえずですね、鹿がうまく

処理できるかどうか、その発酵菌を使ってテストする必要がある

と思います。それには、スペースが、屋根のついたスペースが必

要です。雨にあうと肥料とかがだめになってしまうので、屋根の

あるスペースでなお且つ、ホイールローダーが、ホイールローダ

ーが必要ということです。それを今、場所を探している状況です。

そういった、もし場所がわかればですね、メーカーと協力して、

そこで実際鹿を持って行って、どのような感じで処理できるか、

臭いの問題がないか、というのを考えていきたいと思っておりま

す。メーカーの方から試算も出てはおるんですけれども、簡易な

建物ですとか、それを来年度に向けて予算化していくかどうかと

いうところは、管理者、副管理者、市町さんと協議しながらです

ね、進めていきたいと思っております。 

以上です。 

答弁を終わります。 

議長。 

1 番、前重議員。 

この辺につきましては、組合の住民の方もですね、本当に望ま

れているような状況だと思います。私たちも国道、道路を走って

おりましたが、毎日見かけておりますので、その都度市の職員さ



 

事  項 発 言 者 発  言  の  要  旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 番議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議  長 

事務局長 

議  長 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

んも含めてですね、そういう動きが繰り返されておると思います

ので、そういう形で早く、計画性をもって、今言われたようなま

ずテスト、モデル感覚でやっていただきながら、効果が出るよう

な形にすべきだと思っています。 

続きまして 2点目でございますが、先ほど、あった、なかった

と思いますが、学校の、施設見学の受け入れ状況ということで、

毎年こうして、子どもたちに理解していただこうということで施

設見学、また出前講座といったことをやっておられると、お書き

になっておられますが、小学校だけで良いのかなと考えるわけで

すよね。小学校でやられて、そのまま中学校、高校といったとこ

ろはどうなのか、その辺も現状をお聞かせいただきたいと思いま

す。 

答弁を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

はい。そうですね、今、監査委員さんからの指摘もございまし

て、きれいセンターの施設の見学というのに力を入れれば、ごみ

の分別も改善されるんじゃないかという、ご意見をいただいてい

るところでございます。実際、今、小学校は、4年生ですか、教

科のカリキュラムで必然的に来ていただいているんですけれども、

確かに中学校、高校といいますと、今、ほとんど見学がない状況

であります。中学校、高校の皆様にもですね、一度行ったからも

ういいんじゃなくて、中学校、高校に対応したメニュー、カリキ

ュラムというのをですね、考えていけばですね、また中学校、高

校の方も来ていただけるようなことになるんじゃないかなぁとは

思います。実際それと地域の方ですよね、振興会の方、あるいは

高齢者の老人クラブの方、民生委員の方、女性会の方、そういっ

た会の方に積極的に見学に来ていただけるように、市町さんの担

当課等を通じまして、そういった団体にぜひ来ていただくように

考えていきたいと思います。あるいは、気軽に、職員の対応が出

来れば、「見学に来たんだけど、ちょっと見せてもらえますか。」

っていうんで、見学して説明したり、そういった対応というのも

今後は必要になってくるのかなぁと思っておりますんで。今、議

員さんの方からご提案もあったので、確かに見学というのを力を

入れていかなければいけないところだなぁと思っております。 

今は職員で対応していますけれども、他の施設では、それを民
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間会社に委託して専門的にやらしている、という所もございます。

とりあえず職員の中での対応が無理ということになれば、そうい

った民間への委託というのも考えながら、そうすると NPO 法人で

すとか、そういったところの活用にもなるんじゃないかなと思っ

ております。 

以上です。 

答弁を終わります。 

議長。 

1 番、前重議員。 

大変、職員さんもですね、施設の方にはいなくてはいけない、

また、出ていかないといけない、大変な御労苦だと思います。そ

うした中で、今、おっしゃったように、各そういう学校関係、教

育委員会ですよね、そういう団体とか出向いていくということも

大変だということになれば、逆に今、監査委員さんからも指摘が

ありましたアプリですよね、この辺の活用をうまくやっていただ

ければいいんじゃないかと思います。というのが、やはり分別表

なんかのチラシがありますよね。そうしたところには QR コードを

ちょっと位置づけるとかですね、そうした動きでやはりそういう

形の、子供たちも、まあこういったことを言っちゃあいけません

が、今ほとんど携帯を持っているような状況でありますので、監

査委員さんからも指摘がありましたように、特に来年度以降につ

きましてはですね、そうしたやはり、目にするところでアプリが

あればですね、やはり皆さんそうしてどうなのかなというところ

では目につくんじゃないかと思いますので、そういうお考え等は

今後予算化の方ではされておるのか。まあ、その辺をお聞きした

い。 

答弁を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

はい。今おっしゃったとおり、確かに、最近子どもさんも、言

われてみれば、スマートフォンとか結構見てらっしゃるので、そ

ういったアプリで対応していく、ていうのも非常にいい方法だな

と思います。今、組合で導入しているアプリについては、今後も

ずっと継続していく予定ではありますけれども、メニューについ

ては、いろいろと市町さんと考えながら、拡充していけたらなと

思っております。小学校さんができるようなクイズですとか、そ
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議  長 

ういったようなことも入れたりとかいうのも拡げていければと思

います。予算化するところは、来年度の予算の中で検討していき

たいと思っているところでございます。 

また、教育委員会とか、そういったところとも連携しながら進

めないといけないというのも感じたところでございます。 

以上です。 

答弁を終わります。 

他に質疑ありませんか。 

議長。 

2 番、熊高議員。 

2 番、熊高です。 

先ほど、専決の方でありました、地球温暖化対策の実行計画、

これは29年度から始まる基本計画の中にはどのように関係して位

置づけてあるのか、まずお聞きしたいと思います。 

答弁を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

はい。そうですね、おっしゃるように温暖化計画というのが、

この基本計画の内容を基に立てる形になっております。ですので、

地球温暖化計画の中で、これからきれいセンターの施設の改造を

する場合は、例えば、機械でも高効率の機械にするとか、エアコ

ンにおいても低燃費型に替えるとか、そういった計画を立ててい

くわけでございます。ごみにつきましては、処理基本計画の数値

を基に、これに従った対応ができるように温暖化計画の中でも、

ごみ処理計画に基づいたごみの減量ができるような形で、いかに

ごみを減らす施策を検討するかというのも、その計画の中で立て

ていくという、進めていく予定でございます。 

以上です。 

答弁を終わります。 

議長。 

2 番、熊高議員。 

ということは、これが、策定を来年 1月に報告があるというふ

うに書いてありましたけども、それによっては、この見直しも早

急にするということも視野に入れる、ということでよろしいんで

すかね？ 

答弁を求めます。 
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議長。 

児玉事務局長。 

はい。基本的にはですね、この基本計画を基に温暖化計画を立

てることになりますので、この基本計画の見直しはしないつもり

です。ただし、この処理計画自体、3、4年毎に見直しをする、と

いうのはありますので、諸条件ですとか、このままではいけない、

ということになれば、この計画というのは見直しはするんですけ

れども、とりあえず今の段階では、この基本計画を基に進めてい

くというところです。 

答弁を終わります。 

議長。 

2 番、熊高議員。 

私の方が勘違いしているばかりですけれども、基本的なことは

わかりましたので、こういったことも含めて基本計画を作ってあ

るということだということでわかりましたが、これが出来た時点

でいろいろと見させていただきたいと思います。 

次にあの、先ほど前重議員さんからもあったんですが、分別の

アプリの利活用ということですが、各市町のホームページですか

ね、こういったところとのリンクというのも先ほどちょっと休憩

中に、私も認識不足だったんで、職員の皆さんとお話をしたんで

すが、ホームページを見てもいきなりそこが出てくるという形に

なかなかなってないというふうに思うんですよね。安芸高田市で

あれば、お助けフォンがあったり、北広島町だったら、きたひろ

ネット、そういったものとのリンクというのも当然必要だと思う

んですが、もう少し、こう早く、インターネット上に見やすく出

てくるということがですね、もっと必要かなということも含め、

更には先ほどもありましたように、ごみ処理場の実態ですね、こ

ういったものも画像でもう少し出していくという、臨場感のある

ものにしていくということも一定の効果が出てくるのかなと。現

状は本当に、毎日インターネットでいろんなものが見られるとい

う時代ですから、そこらをもう少しうまく広報としての利活用と

いうのをされればと思っていますがどうでしょうか？ 

答弁を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

はい。議員さんのおっしゃるとおりだと思いますので、分別ア
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プリについて、ホームページ自体、当時は安芸高田市さんもホー

ムページに新着情報というところに載せていただいて、すぐわか

りやすい形で出してもらっているんですけれども、常時それは出

来ないですし、ホームページの仕組みからしても、アプリにたど

りつくまでが結構長いというのがあるかもしれません。 

来年度からは、北広島町さんも「きたひろネット」の中で、ご

みの分別とか、そういった情報が手軽に出せるような事を考えて

らっしゃるようです。安芸高田市さんの「お助けフォン」の中で 

そういったごみの分別とかがパネルで操作できるようなことが出

来れば、だいぶ変わってくるんじゃないかなと思います。それか

ら、組合のホームページにもアクセスがあるんですけれども、今

おっしゃたようにですね、最近はライブカメラをつけてですね、

今のごみの搬入状況がわかるようにしているところもございます。

先ほど行列になっているという事も申しましたけれども、そうい

ったのも画像でわかれば、「今日は、ちょっと混んでいるから、持

って行くのやめよう。」とか、そういった事を思われるかもしれま

せん。そういったインターネットを活用したいろんな方法という

のは、かなり力を入れていかなければならないと思いますので、

また市町さんとも、ただ市町さんのホームページというのが基本

となってくるので、市町さんのホームページの方の充実というの

も踏まえて、協議しながら進めていけたらなぁと思っております。 

以上です。 

はい、答弁を終わります。 

議長。 

2 番、熊高議員。 

はい。是非、両市町と連携して、そういった取り組みをしてい

ただくように要望しておきます。 

3 点目に先ほど中田議員さんからもあったんですけれども、日

曜、祭日、祭日は開場してあると思うんですけれども、日曜の開

場に関して、現在の体制では難しいということですが、どのよう

に体制がなれば可能なんでしょうか？ 

答弁を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

はい。そうですね。今結局、職員、月曜日から金曜日まで働い

て、日曜日に出る、ということになります。その間、残業対応で
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すとか振替とかしておるんですけれども、そうしますと職員の勤

務体制が、シフトが難しい、というのが 1点と、今、委託業者に

施設内作業というのは委託しているんですけれども、その委託業

者での対応がまだ出来ていない、というところでございます。で

すので、日曜開場をずっとするということになれば、委託業者さ

んだけで、職員の数をかなり減らして委託業者さんだけでかなり

できる体制ができれば可能かと思います。具体的には、計量です

よね、あそこで計量したり、料金の収受をしているのは、全て職

員がしています。そういったところを委託会社に委託して出来れ

ば、管理する職員だけおれば出来るというようになれば、出来る

ようになるかもしれません。それとあと実際に普通の日というの

は、持ちこんだごみをそのまま置いとくんではなくて、それをど

んどん処理していくんですね。ですので、ごみが溜まらないんで

すが、日曜日とかは、その処理する人数が限られてくるので、山

積みになって置いておくという状態になっていることが多いので、

その処理もしていかないといけない、ということになります。そ

うすると委託会社の方も職員の方もシフトして働くということに

なると、職員の数が、職員増っていうのが避けられないことにな

ります。そうすると逆に日曜開場に対するコストも組合の運営費

もかかってくるなと思っております。 

実際、例えば、今考えているのは、支所の空きスペースに新聞

とか雑誌とか、自由に持ち込めるスペースがあれば、今甲田町さ

んなんかそうです、いつでも持って来られるんです、びんとかい

つでも出せる状況が作られているんです。そういうのがあれば、

別に日曜日に持って行かなくても、きれいセンターに持って行か

なくても、その支所のスペースに新聞や雑誌やらびんとか、そう

いったものが出せる、ということになれば、それは、きれいセン

ターにとっても収集運搬・分別のコストも低減できるわけですし、

日曜開場のために職員増、委託会社の経費増ということも少なく

なるんじゃないかなと思っております。 

以上です。 

答弁を終わります。 

議長。 

2 番、熊高議員。 

まあ、大きな課題だと思いますし、そうは言いましても今、局

長の答弁を聞きますと、いろんな検討をすれば不可能ではないな
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という気もせんでもないんですね。まあ、第一は市民の、あるい

は利用者の利便性に立ってということがひとつの大きな目的でも

ありますから、大きな課題として検討はしていただくような要望

をしておきます。 

それから決算の方で、以前にもありましたが、アルミとか鉄、

そういった物の値段が毎年、倍半分くらい変わっておるんですか

ね。監査報告でいえば、9ページですかね。監査報告の方にある、

9ページの方ですかね。あそこに値段が出ておりますけれども、

アルミが 140 円が 82 円になって、鉄の方が逆にかなり上がってい

ます。単価ですね。ペットボトルがかなり下がって。この傾向と

いうのは、鉄、アルミというのはその年によって全部変わるとい

う、ペットボトルあたりはだんだん単価が下がってきている傾向

なのかどうかと、そういったところも含めてお伺いしたいという

ことと、これが 1年で単価が変わるんであれば、ストックヤード

という話も出ましたけれども、1年間寝かしておって、その次の

年に売るということがですね、可能であれば金額を見ても数百万

の違いが出てくるんですね。そういったことも含めて、その収支

を改善する形になればということであれば、数百万あればストッ

クヤードが、ちょっとしたものができるかなということもありま

しょうし、そういったことも含めて検討をされる余地があるのか

なという気がしますが、いかがお考えでしょうか？ 

答弁を求めます。 

議長。 

児玉事務局長。 

はい。お答えします。確かにおっしゃるとおりで、民間の方は

そうしていらっしゃいます。相場をみて、高い時に売るためにで

すね、いかに相場をみるかというところで、株とか、そういった

のと似たような感じでされております。 

組合の場合には、残念ながらスペースがないので、出来るだけ

出していきたいということで、ストックヤードを造るよりはです

ね、民間に委託する形で行いたいと思っているところでございま

す。あと改善するとすれば、これまぁ、入札によってやっている

んですけれども、状況状況、単価が上がった時に再度入札すると

か、そういった形で、半期毎の入札とか、そういった形ですると

いう方法もございますが、最近は下降傾向ですので、当初の 4月

の契約で、ずっと 1年やった方が得になる、という状況が続いて
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います。 

先ほど、ちょっとアルミのプレスと鉄くずのとこ、ございまし

たけれども、鉄の方も 27 年度が 25 円で、28 年度 13.5 円ですよ

ね、だから鉄も下がっています。これらはもう、中国の情勢とか、

そういったところが多いです。ペットボトルもそうです。ペット

ボトルも今、中国の方で輸入というものを禁止したものですから、

国内でしかペットボトルの需用がないということで、中国の輸出

ルートが国内にいっている、ということで、今、ペットボトルと

いうのは暴落しているので、集団回収でのペットボトルをどうす

るのかを、この間、市町さんとも相談したんですけれども、業者

によったら、なんとか対応できる業者もおられるので、引き続き、

続けていきたいというところではありました。ペットボトルも国

内ではですね、エフピコさんとか、ペットボトルからトレイを作

ったりとかいうことで、新しい工場を造られたりということで、

結構、需要の喚起もしておりますけれども。アルミとか、そうい

った見込みというのは、かなり相場の方は難しいところです。 

組合としましたら、こういうアルミ缶とか古紙とか、そういっ

たものは、ぜひ集団回収で、地域の集団回収ですとか、そういっ

たところに出していただくということで、コスト削減を図りたい

と思っております。実際、売却益はあるわけですけれども、それ

以上に収集運搬のコストもかかりますので、実際は、もう組合で

は新聞とか雑誌とかは収集しない、地域で回収して、あるいは公

共施設に持ち込んでください、と言うことができれば、もっと、

組合の収入は減りますけれども、トータル的なコスト面では、こ

れが一番有利かなと思っております。 

以上です。 

答弁を終わります。 

議長。 

2 番、熊高議員。 

長年かかわっていただいている局長なので適切な御答弁なり、

御対応をいただいたんですが、最終的には各市町のですね、取り

組みにも関わってくるというところで、この組合では限界がある

というふうなところもあろうかと思いますね。そういった視点で

管理者である箕野管理者、その辺についてのお考えはいかがでし

ょうか。 

議長。 
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答弁を求めます。 

あの、いろいろ御指摘をいただいておるわけでありますが、こ

のきれいセンターの運営についてはですね、基本的には両市町が

一緒になっていろんな活動をしていかなければ効果は半減すると

いうふうに思っています。今も定期的に市町の担当者ときれいセ

ンターで会議をしているというところでありますけれども、これ

らを具体的に計画的に進めていけるような方策をひとつでもふた

つでも積み上げていくということで、前進をしていきたいという

ふうに思っております。 

答弁を終わります。 

他に質疑ありませんか。 

  （「なし」と言う者あり） 

質疑がなしと認めます。 

 これをもって、質疑を終結いたします。 

 これより討論に入ります。 

討論はありませんか。 

  （「なし」と言う者あり） 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終結いたします。 

これより、議案第6号「平成28年度芸北広域環境施設組合歳入歳

出決算認定について」を起立により採決いたします。 

本案は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

  〔賛成者起立〕 

起立全員であります。 

よって本案は原案のとおり可決されました。 

 

日程第6、「閉会中の継続審査の申し出について」を議題といた

します。 

議会運営委員長から、閉会中の継続審査の申し出が提出されて

おります。 

お諮りいたします。 

委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

御異議なしと認めます。 

したがって、委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とす
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ることを決定いたしました。 

 

以上で本定例会に付議された事件の審議はすべて終了いたしま

した。 

これをもって「平成29年第2回芸北広域環境施設組合議会定例会」

を閉会いたします。 

御苦労さまでした。 

 

 

 


